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写
真
は
み
ご
と
に
完
威
し
渡
橋
式
を
ま
つ
ば
か
り
の
栄
橋

　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
㎜

（
四
日
写
す
）

待
望
の
栄
橋
完
成
竣
功
式
は
±
百

栄
橋
期
成
同
盟
会
幹
事

（
川
西
町
助
役
）
田

　
　
わ
た
く
し
ど
も
地
区
住
民
に
と
っ
て

多
年
の
念
靡
で
あ
り
た
川
西
町
と
＋
日

　
町
市
を
結
ぶ
栄
橋
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、

＋
｝
月
＋
一
百
に
竣
功
の
盛
典
を
挙
行

す
る
運
ぴ
と
な
り
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

　
に
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
o

　
地
域
の
振
興
発
展
の
基
は
、
ま
ず
道

路
、
交
通
網
の
整
備
改
良
に
あ
る
と
い

う
方
針
の
も
と
、
昭
和
二
＋
七
年
七
月

　
四
日
、
橘
小
学
校
に
幻
い
て
参
会
者
百

八
＋
四
名
を
得
て
、
信
濃
川
架
橋
期
成

同
盟
会
の
創
立
総
会
を
盛
大
に
挙
行
、

　
一
致
協
力
し
て
こ
の
目
的
完
遂
の
た
め

強
力
に
推
進
す
る
決
議
が
な
さ
れ
、
関

係
方
面
に
対
し
陳
情
、
請
願
の
運
動
に

は
い
り
た
の
で
あ
り
ま
す
o

　
、
以
来
、
関
係
各
位
に
お
い
て
は
、
た

ー
ゆ
ま
ざ
る
努
力
を
つ
づ
け
て
き
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
、
道
の
な
い

と
こ
ろ
へ
長
大
橋
を
か
け
る
こ
と
、
多

額
の
工
事
費
を
要
す
る
鄭
事
業
で
あ
る

点
等
々
、
当
局
者
の
労
苦
も
ひ
と
と
お

り
で
は
な
か
り
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
o

　
幸
い
に
し
て
国
、
県
当
局
な
ら
ぴ
に

関
係
各
位
の
熱
心
な
ご
協
力
に
よ
6
て

多
年
の
願
望
は
よ
う
や
く
に
実
り
、
昭

和
三
＋
四
年
、
架
設
の
方
針
が
決
定
を

み
る
に
い
た
り
ま
し
た
o

・
工
事
は
ま
ず
東
側
取
り
村
け
道
路
か

ら
開
始
さ
わ
、
以
後
六
年
の
歳
月
を
営

々
と
し
て
工
事
が
続
行
、
こ
こ
に
め
で

た
く
、
東
側
道
路
六
百
メ
ー
ト
ル
、
橋

梁
お
よ
び
西
側
道
路
三
百
三
＋
メ
ー
ト

ル
が
で
き
あ
が
り
た
の
で
あ
り
ま
す
o

　
橋
名
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
＋
四
年

一
般
か
ら
募
集
し
た
百
二
＋
数
点
中
よ

　
　
　
　
ロ
　
　
一
　
男

の
、
当
時
の
県
知
事
北
村
一
男
氏
が
栄

橋
と
選
定
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
り
て
、

当
地
方
の
弥
栄
（
い
や
さ
か
）
を
願
う

い
わ
れ
を
も
っ
た
由
緒
あ
る
橋
名
と
い

え
ま
す
。

　
さ
て
、
長
さ
四
百
ニ
メ
ー
ト
ル
、
巾

六
メ
ー
ト
ル
の
白
亜
近
代
的
な
大
橋
は

四
囲
の
目
然
美
の
中
に
大
き
く
、
し
か

も
鮮
か
に
浮
き
出
さ
れ
、
ナ
ト
リ
ユ
ー

ム
灯
が
川
面
に
ゆ
れ
る
夏
の
情
緒
等
、

妻
有
渓
谷
に
ひ
と
つ
の
名
所
が
現
出
す

る
こ
と
で
し
よ
う
o

　
こ
の
喜
ぴ
の
竣
功
式
は
県
主
催
で
行

な
わ
れ
ま
す
が
、
ま
ず
渡
橋
式
を
栄
橋

の
左
岸
橋
詰
（
木
落
側
）
の
道
路
上
で

挙
式
、
つ
づ
い
て
渡
り
初
め
の
行
事
に

移
り
、
対
岸
ま
で
渡
り
着
い
た
あ
と
、

下
条
小
学
校
に
わ
い
て
竣
功
式
を
挙
げ

る
運
ぴ
に
な
り
て
い
ま
す
o

　
な
お
、
当
日
は
地
元
に
お
い
て
も
多

彩
な
祝
賀
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
歓
喜
に
あ
ふ
れ
る
一
臼
と
な
る

こ
と
で
し
よ
う
o

　
特
筆
す
べ
き
ば
、
こ
の
栄
橋
は
国
道

柏
崎
、
会
津
若
松
線
の
主
要
橋
梁
で
あ

り
て
、
橋
の
完
成
に
よ
∩
て
当
地
方
に

も
た
ら
す
交
通
の
便
益
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
産
業
、
文
化
の
進
展
に
大
き
な

役
割
り
を
果
す
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
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国
民
年
金
業
務
で

　
　
　
　
　
大
臣
表
彰

　
　
川
西
町
の
国
民
年
金
適
用
率
と

　
検
認
率
が
優
秀
で
あ
る
と
し
て
厚

　
生
大
臣
表
彰
が
決
定
し
た
o
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議
会
報
告
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補
正
予
算
を
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
は
一
月
か
ら
七
割
給
付

　
＋
月
＋
二
日
に
招
集
さ
れ
た
第
＋
二
回
臨
時
会
に
お
“
て
、
一
般
、
特
別

両
会
計
合
わ
せ
て
｝
干
二
百
五
＋
四
万
円
の
補
正
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
条

例
改
正
三
件
を
可
決
、
請
願
｝
件
が
所
管
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

赤
谷
橋
復
旧
等

　
　
　
　
　
八
百
十
二
万

　
　
　
　
【
一
般
会
計
】

　
｝
般
会
計
の
補
正
は
第
三
回
目
で
、

追
加
額
は
八
百
＋
二
万
円
。
内
訳
は
、

赤
谷
橋
の
災
署
復
旧
費
七
百
＋
九
万
を

主
体
と
し
て
、
岩
瀬
坪
野
の
道
路
復
旧

大
倉
、
室
島
の
田
復
旧
等
の
農
林
水
産

施
設
災
害
復
旧
費
が
八
百
四
万
円
、
国

土
調
査
関
係
の
事
業
費
決
定
に
伴
う
地

籍
調
査
費
の
追
加
が
八
万
円
と
な
り
て

い
る
o
こ
れ
に
対
す
る
才
入
財
源
は
、

災
害
復
旧
費
分
担
金
百
七
万
一
千
円
、

飼
庫
補
助
金
四
百
五
＋
万
円
、
郡
土
地

改
艮
協
会
魚
担
金
に
充
て
る
寄
附
金
＋

六
万
九
千
円
、
町
債
二
百
三
＋
万
円
の

ほ
か
、
不
足
分
＋
一
万
円
を
繰
越
金
の

増
で
ま
か
な
り
て
収
支
を
合
わ
せ
た
予

算
で
あ
る
o
な
お
こ
の
補
正
に
よ
り
て

一
般
会
計
才
入
才
出
予
算
の
総
額
は
｝

億
八
千
二
百
八
十
万
一
干
円
と
な
っ
た

国
保
財
政
に

　
　
　
　
活
発
な
質
疑

　
特
別
会
計
の
補
正
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
の
追
加
四
百
四
＋
二
万
七

千
円
で
あ
る
o
こ
れ
は
、
受
診
率
の
増

加
に
伴
う
療
養
給
付
費
の
臼
然
増
と
来

年
，
一
月
か
ら
家
族
に
つ
い
て
も
七
割
給

付
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
に

そ
の
給
付
増
に
よ
る
補
正
で
あ
っ
て
、

国
保
条
例
の
関
係
部
分
の
改
正
と
と
も

に
上
程
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
家
族
の
七
割
給
付
に
つ
い
て
な
、
厚

生
省
に
お
い
て
昭
和
四
十
二
年
度
ま
で

の
四
力
年
計
画
で
全
国
の
市
町
村
に
実

施
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
三

＋
九
年
度
か
ら
被
保
険
者
数
の
四
分
の

一
ず
つ
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
最
初
の
計
画
に
川
西
町

も
加
え
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
も
の

七
割
給
付
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
五
割
給
付
と
の
差
額
（
二
割
）

に
つ
い
て
、
そ
の
四
分
の
三
を
国
庫
で

負
担
し
、
残
り
の
四
分
の
一
を
町
村
で

負
担
す
る
こ
と
と
な
り
て
い
る
o

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
事
態
に
応
ず
る
た

め
、
町
で
は
従
来
一
世
帯
平
均
四
千
四

百
円
の
保
険
料
を
五
干
五
百
円
と
し
、

国
庫
補
助
金
の
増
と
と
も
に
補
正
予
算

に
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
才
出
で
は
保
険
給
付
費
の
増

が
四
百
八
十
二
万
円
で
、
こ
れ
は
家
族

七
割
給
付
に
よ
る
増
百
七
＋
万
の
ほ
か

｝
般
の
増
三
百
＋
一
万
が
見
込
ま
れ
て

い
る
o
こ
れ
に
対
し
て
保
健
婦
｝
名
欠

員
の
た
め
の
給
与
の
更
正
減
三
＋
九
万

三
千
円
を
差
引
き
し
て
才
出
の
補
正
総

額
は
四
百
四
十
二
万
七
千
円
で
あ
る
o

　
才
入
は
、
保
険
料
の
増
五
＋
七
方
｝

千
円
、
国
庫
支
出
金
の
増
三
百
八
＋
五

万
六
千
円
で
、
合
わ
せ
て
才
出
と
同
額

の
四
百
四
十
二
万
七
千
円
と
な
り
て
い

る
o
な
お
国
庫
支
出
金
の
内
訳
は
、
家

族
七
割
給
付
分
百
二
十
七
万
九
千
円
を

含
む
財
政
調
整
交
付
金
三
百
五
＋
二
万

六
千
円
と
、
過
年
度
分
療
養
給
付
費
負

担
金
三
士
二
万
円
で
あ
る
o

　
以
上
の
補
正
に
よ
っ
て
国
保
事
業
勘

定
の
予
算
は
、
才
入
才
出
と
も
三
千
五

百
三
＋
四
万
九
干
円
と
な
り
た
。

　
審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
保
険
料
値

上
げ
に
伴
う
今
後
の
療
養
給
付
の
見
通

し
、
集
団
ヵ
ゼ
に
よ
る
給
付
増
と
診
療

所
収
入
の
関
係
等
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
問
題
に
対
す
る

町
民
の
関
心
が
反
映
さ
れ
た
形
で
あ
り

た
。

旅
費
条
例
を
改
正

　
条
例
改
正
と
し
て
は
、
国
保
条
例
の

ほ
か
に
特
別
職
と
一
般
職
の
旅
費
支
給

条
例
の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。

　
特
別
職
の
旅
費
支
給
条
例
の
改
正
は

「
往
復
百
五
＋
キ
ロ
以
遠
で
臼
帰
り
出

張
の
場
合
は
、
食
卓
料
二
百
円
を
支
給

す
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
さ
き
に
第
七
回
定
例
会
で
同
趣
旨
の

改
正
が
行
な
わ
れ
た
一
般
職
の
旅
費
支

給
条
例
に
準
じ
た
も
の
で
、
　
「
準
急
う

お
の
」
の
運
行
等
に
よ
り
新
潟
日
帰
り

出
張
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
で
あ
る
o

　
一
般
職
職
員
の
旅
費
支
給
条
例
の
改

正
は
、
第
＋
回
定
例
会
で
給
料
表
の
改

正
が
行
な
わ
れ
て
等
級
に
異
動
が
生
じ

た
結
果
、
旅
費
日
当
の
区
分
に
つ
い
て

二
等
級
か
ら
三
等
級
に
格
下
げ
に
な
る

と
い
り
た
矛
盾
が
起
き
た
こ
と
、
日
当

第三回農業青年会議終わる　＋日町地区農業収艮普及所・
川西町教育委員会などの主催．で、さる四日、＋日町市公民舘を会

場に郡市の農業青年会議がひらかれた。
　本町からは伊友の星名賢一君が「水稲直播栽培」と題して発表
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額
に
つ
い
て
一
等
級
か
ら
四
等
級
ま
で

四
つ
の
段
階
に
細
分
さ
れ
て
い
る
等
．
他

町
村
に
比
較
し
て
格
差
が
あ
る
の
で
、

そ
の
是
正
に
つ
い
て
職
員
組
合
か
ら
改

正
要
望
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
か
ら

今
回
こ
れ
を
一
等
級
及
ぴ
二
等
級
以
下

の
二
段
階
に
分
け
て
、
そ
の
額
を
五
＋

円
な
い
し
百
円
増
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

町
内
医
療
機
関
の

　
　
　
大
同
団
結
な
ど

　
　
全
員
協
議
会
で
検
討

　
本
会
議
終
了
後
全
員
協
議
会
を
開
き

当
面
の
問
題
十
四
項
目
に
つ
い
て
協
議

し
た
o
そ
の
お
も
な
る
事
項
は
、
　
「
町

の
医
療
体
制
に
つ
い
て
」
　
「
患
者
輸
送

用
雪
上
車
に
つ
い
て
」
　
「
栄
橋
竣
工
式

に
つ
い
て
」
「
北
越
線
着
工
促
進
運
動

に
つ
い
て
」
等
々
で
あ
る
o
こ
れ
ら
の

う
ち
最
も
重
要
な
事
項
と
し
て
「
町
の

医
療
体
制
」
に
つ
い
て
は
特
に
慎
重
な

協
議
が
行
な
わ
れ
、
診
療
所
経
営
の
再

建
に
つ
い
て
、
菅
原
医
師
の
退
職
に
伴

う
町
内
医
療
機
関
の
大
同
団
結
問
題
、

真
人
と
橘
地
区
を
区
域
と
す
る
小
干
谷

市
と
の
一
部
事
務
組
合
案
な
ど
が
検
討

さ
れ
た
o
そ
の
結
果
、
こ
の
問
題
は
町

の
保
健
医
療
行
政
の
面
か
ら
も
、
ま
た

財
政
面
か
ら
も
根
本
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
特
別
の
委
員
会
を

設
置
し
て
こ
れ
に
審
議
を
付
託
す
る
こ

と
と
な
り
た
。

一
戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
ー
御
す
二
や
か
に

喜高南保
多崎雲坂

秀正智国
一仁子彦

丸
山
美
智
代

古田上蔵田相田
澤村村品村崎中

　龍繁廣久光啓
裕也行行史子二二

上
村
由
美
子

國
夫
長
男

藤
平
三
女

正
弘
長
男

健
市
長
男

高
夫
三
女

義
雄
二
男

熊
二
長
女

重
正
長
男

信
義
長
男

誠
　
三
男

昭
平
二
男

英
保
二
男

次
雄
長
女

上
町

中
屋
敷

学
校
町

東
善
寺

上上上上霜鶴沖下霜
野野野野像吉立平條

上
村
　
　
修
健
｝
長
男
下
平
新
田

丸
山
　
　
義
則
秀
夫
長
男
　
原
　
田

引
間
　
俊
行
浩
介
長
男
中
仙
田

高
橋
　
博
明
干
代
治
二
男
田
戸

斉
木
　
和
弘
藤
｝
長
男
小
脇

高
橋
喜
代
子
喜
代
作
長
女
高
　
倉

登
坂
　
新
一
新
治
長
男
岩
瀬

昇
天
」
御
め
い
福
を
祈
る

蔵
品
澤
口
登
坂
小
林
青
木

ヤ倉源ケタ
イ蔵吾ニツ
木新岩上霜
　町
落新瀬野燦
　田

五六七八八
一九七コニ四

た
か
さ
ご
ー
御
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

中松数平金
鳥澤藤山子

利セ廣博保
男ツー子夫

下川伊畏岩

中
嶋
ビ
・
エ

瀬崎
か
ら

友治
か
ら

下
平
新
田

前
橋
か
ら
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赤ちやんコンクール
　第7回赤ちやんコンクールで男女各10名の健康優艮
児がきまつた．きよねんの4月1臼からことしの3、月
31日までの間に庄まれた赤ちやんが対象で・さる5日
役場で行なつた表彰式で中村町長から賞状と賞品が贈
・られた。

　晴れの優艮児と、よろこぴのパパさん・ママさんは
下記の名簿のとおりである。
　なお、このうち中村典夫ちやんが県入選郡一位だつ
たほか、柄沢マチ子ちやんが郡二位となり、野沢浩和
ちやん・渋谷倫子ちやん・高橋登美江ちやん・江口ほ
．づみちやんもそれ、ぞれ郡で入賞した。

昭和ろ9年度健康優良児名簿

　
柄
男

続
長

（

男
男
男
男
男
男
男
男
男

長
長
長
3
長
3
長
2
長

（母）

カツイ

マサ子

ゲ
子
ツ

ミ
ミ
デ

シ
棟
イ
ト
イ
ヒ

　
　
児

　
　
乳
村
間
原
沢

　
　
　
中
引
桑
古

　
X
子
名
島
山
山
野

　
　
落

男
部
　
（

房

君江

落名）（乳児氏名）　（父）

島中村典夫貞吉
山引間寿造寿一
山桑原　 守　 勇

野古沢　 実英保
友羽鳥幸夫幸蔵
原田丸山博之政勝
仙田　小林　広美　平一郎

瀬．中条尚志精一
口大久保勝行　 清
　口　野沢　浩和　由　篤

木
坪
桐
上
伊
高

役場会議室で行なわれた健康優艮児の表彰式風景

田
瀬
口
口

仙
中
岩
野
野

女
女
女
女
女
女
女
女
女
女

長
長
長
長
2
長
長
長
長
長

→ナ　ト

サチ子

美代志

由寅

サ
子

ヒ
洋

ケイ子

タツエ

子
子
江

美
恵
麟
美

　
吉
則
勝
雄
治
「
巳
郎

久
　
　
　
　
　
　
　
一

　
幸
義
義
俊
真
克
喜

　
　
柄
渋

子
立
町

　
　
　
央

女
沖
中

重高

柄沢マチ子

渋谷　倫子

高橋登美江

土曽田ひろみ

田中佐智子

上原　俊美

水品　佳子

江口ほづみ
1大＃、紀子

米山　弘美

　
こ
と
し
一
年
生
の
娘
が
あ
る
。
ひ
と

り
り
子
o
ム
コ
探
が
し
に
は
苦
労
し
な

く
て
も
よ
さ
そ
う
だ
。
二
＋
年
後
に
五

っ
年
上
の
ム
コ
を
む
か
え
る
と
す
れ
ば

今
の
小
学
校
六
年
生
の
中
か
ら
見
つ
け

る
こ
と
に
な
る
o
町
の
児
童
数
の
合
計

は
｝
年
女
子
が
百
二
＋
名
、
六
年
男
子

が
百
六
十
二
名
。
か
り
に
、
町
内
だ
け

で
縁
組
み
す
れ
ば
男
子
が
四
＋
二
名
余

る〇

五
、
四
、
三
、
二
年
と
比
べ
て
も

男
子
が
圧
倒
的
に
多
い
o
全
国
的
な
現

象
だ
と
か
o
な
に
ご
と
に
よ
ら
ず
、
つ

ね
に
十
年
、
二
十
年
先
の
こ
と
を
考
え

る
の
も
だ
い
じ
な
社
会
教
肉
月
の
ひ
と
つ
。

　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
赤
岩
小
学
校
で
完
全
給
食
が
は
じ
ま

っ
た
o
児
童
の
体
位
の
向
上
と
、
給
食

を
と
お
し
て
の
生
活
指
導
と
、
そ
れ
に

よ
っ
て
地
域
の
食
生
活
を
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
大
き
な
ね
ら
い
o
か
っ
て
、

学校町

発通り

原
口
領

下
野
三

倉
島
島

白
小
木
室

親
が
、
な
け
な
し
の
金
で
ユ
リ
の
花
模

様
の
弁
当
箱
を
買
っ
て
く
れ
た
と
き
の

う
れ
し
さ
や
、
教
室
で
弁
当
を
ひ
ら
い

た
と
き
の
親
の
愛
を
、
こ
れ
か
ら
の
子

は
も
は
や
く
む
こ
と
が
で
き
ま
い
o
そ

れ
に
代
わ
る
何
か
を
見
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
o
毎
日
の
弁
当
、
お
か
ず
の
苦

労
に
比
べ
れ
ば
、
一
人
当
た
り
月
四
百

五
＋
円
の
負
担
は
何
で

も
な
い
サ
、
　
こ
う
い
っ

て
ノ
ホ
ホ
ン
と
し
て
い

る
親
で
は
ダ
メ
。

　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
母
校
や
地
域
に
何
か
と
寄
付
を
し
て

く
れ
る
人
が
多
い
。
目
分
の
こ
と
で
さ

え
容
易
で
な
い
の
に
、
金
は
い
く
ら
あ

っ
て
も
ほ
し
い
の
に
、
そ
れ
を
公
共
の

た
め
に
投
げ
出
し
て
く
だ
さ
る
人
に
は

頭
が
さ
が
る
o
い
つ
も
感
謝
の
念
を
い

だ
き
、
こ
の
地
域
を
発
展
さ
せ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

小
さ
な
防
火
運
動

　
昔
か
ら
日
本
は
、
火
災
の
多
い
国
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
℃
事
実
火
災
は
、
経

済
の
成
長
、
生
活
様
式
の
近
代
化
に
と

も
な
い
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
火
災
統
計
か
ら
み
て
も
、
火

災
は
、
　
一
C
分
ご
と
に
日
本
の
ど
こ
か

に
発
生
し
、
ま
た
、
毎
日
一
億
一
千
万

以
上
の
財
産
が
灰
に
な
（
て
い
ま
す
o

　
こ
れ
ほ
ど
に
多
く
発
生
し
て
い
る
火

災
の
原
因
を
み
て
み
ま
す
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
私
た
ち
の
ち
よ
り
と
し
た
不

注
意
や
不
仕
末
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
火
災
を
無
く
す
た
め
、
私
た

ち
は
、
　
「
小
さ
な
防
火
運
動
」
を
推
進

し
ま
し
よ
う
o
こ
の
「
小
さ
な
防
火
運

動
」
は
、
格
別
の
勇
気
も
努
力
も
必
要

と
し
ま
せ
ん
o
ち
ょ
り
と
し
た
注
意
を
ρ

こ
と
が
、
善
行
者
の
ご
厚
意
に
お
こ
た

え
す
る
ゆ
え
｝
の
道
で
あ
ろ
う
o
目
主

的
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
る
人
は
別
と
し

て
、
寄
付
が
本
意
で
な
い
人
で
も
ム
リ

ヤ
リ
に
お
が
み
倒
し
、
目
的
を
と
げ
て

ヤ
レ
よ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
や
り
か

た
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
o
人
の
情
に
頼

り
す
ぎ
な
い
。
必
要
な
経
費
は
み
ん
な

　
　
　
　
　
　
で
負
担
し
あ
う
o
と
い

う
気
持
ち
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
o
い
か
が
o

×
　
　
×
．

　
町
長
さ
ん
は
達
者
だ
〇
七
＋
を
過
き

た
と
い
う
の
に
あ
の
と
お
り
の
若
さ
、

カ
ク
シ
ヤ
ク
と
し
て
町
政
の
執
行
に
余

念
．
が
な
い
。
若
い
と
き
に
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
お
や
り
に
な
り
ま
し
た
か
、
と
伺

り
た
ち
、
　
「
ノ
シ
、
青
年
の
ど
き
は
四

百
と
八
百
凶
ー
ト
ル
の
選
手
の
が
ん
そ

う
」
と
い
う
元
気
な
返
事
だ
っ
た
。
鉄

払
う
こ
と
に
よ
づ
て
恐
ξ
し
い
火
災
が

防
止
で
き
る
と
い
う
過
去
の
経
験
に
て

ら
し
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
火
に
対

す
る
注
意
心
を
生
活
の
中
に
習
慣
づ
け

る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で

す
℃
例
え
ば
、
た
ば
こ
の
吸
が
ら
の
始
、

末
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
消
し
て
か

ら
油
を
注
ぐ
な
ど
の
取
り
扱
い
上
の
注

あ
る
い
は
火
を
取
り
扱
う
と
き
や

火
を
使
り
た
後
、
外
出
や
夜
寝
る
前
に

は
も
う
一
度
火
の
始
末
や
消
火
を
確
か

め
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
、
お
互
い
に
火

に
つ
い
て
注
意
し
あ
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ち
よ
り
と
し
た
注
意
を

習
慣
づ
け
る
だ
け
で
、
私
た
ち
の
国
か

ら
火
災
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
の
で
す

　
＋
一
月
二
＋
六
日
か
ら
｝
週
間
「
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す。

川
西
町
か
ら
火
災
を
な
く
し
て
明

』
る
い
町
に
い
た
し
ま
し
よ
う
o

は
熱
い
う
ち
に
き
た
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
と
思
う
o
新
潟
国
体
に
は
じ

ま
り
、
町
民
体
室
目
祭
で
走
り
ま
わ
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
血
を
わ
か
せ
た

昭
和
三
＋
九
年
、
こ
れ
を
機
会
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
お
お
い
に
と
り
入
れ
た
い
o

若
者
よ
、
か
ら
だ
を
き
た
え
て
お
け
。

　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
町
の
某
所
に
バ
イ
ク
を
一
．
晩
泊
め
て

出
張
し
た
o
あ
く
る
日
の
夕
が
た
帰
つ

て
み
た
ら
、
付
属
品
の
工
具
一
式
が
な

く
な
っ
て
い
た
o
格
納
ケ
ー
ス
に
は
カ

ギ
が
な
く
、
同
種
の
バ
イ
ク
は
た
く
さ

ん
あ
り
、
ゆ
く
え
を
探
が
そ
う
に
も
手

が
か
り
は
さ
り
ぱ
り
o
官
給
品
が
な
く

な
る
と
、
何
と
か
し
て
員
数
を
つ
け
た

昔
の
軍
隊
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。

あ
の
要
領
が
ま
だ
生
き
て
い
る
と
は
思

え
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
盗
ん
だ
ヤ

　
ツ
は
だ
れ
な
の
か
o
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議窪織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
犠
主
績

　
　
　
　
　
　
　
年
年

　
　
　
　
　
　
　
旺

　
　
　
　
　
　
　
囲

　
　
　
　
臨
鄭

ノ
タ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
タ
ノ
タ
ぞ
ノ
ノ
ノ
ノ
タ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ぞ

　
　
今
月
は
あ
な
た
が
モ
ニ
タ
ー
で
す

　
広
報
紙
が
、
そ
の
使
命
を
は
た
す
に
は
ま
ず
読
ま
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
　
「
読
み
や
す
く
、
解
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
」
機
関
紙
を
作
る
た
め

に
は
、
読
者
が
ど
の
よ
う
な
意
見
や
希
望
を
持
n
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
第
一

に
必
要
に
な
6
て
く
る
と
思
う
。
そ
れ
は
ま
た
編
集
者
に
と
∩
て
の
反
省
の
材
料

で
も
あ
る
。
編
集
者
は
た
え
ず
読
者
の
動
向
に
目
を
注
い
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
年
に
一
回
ぐ
ら
い
は
読
者
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の
関
心
の

所
在
を
察
知
す
る
の
に
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
い
わ
ぱ
広
報
紙
を
話
題

つ
と
め
た
な
ら
ば
、
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
心
に
し
た
剖
落
懇

り
よ
き
広
報
紙
が
生
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
談
会
で
あ
る
。
部
落
公

れ
て
く
る
と
思
う
。
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
会
と
し
て
の
機
能
を

れ
と
も
う
一
つ
「
耳
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
た
せ
る
こ
と
を
ネ
ラ

だ
ろ
う
か
。
乙
れ
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
と
町
長
と
が
ヒ
ザ

を
ま
じ
え
、
町
政
の
諸
般
の
象
項
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

最
も
望
ま
し
い
と
思
う
の
だ
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
　
高
　
　
橋
　
　
源
　
　
吾

》
」
㍉
」
｛
タ
～
タ
～
～
～
～
～
多
～
～
～
～
～
～
～
～
》
ぜ
～
～
～
～
～
～
～

　
＋
月
＋
八
日
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
、

公
民
舘
の
共
催
に
よ
り
第
六
回
川
西
町

青
少
年
の
主
張
、
青
少
年
実
績
発
表
大

会
が
上
野
小
学
校
体
虞
目
舘
で
開
か
れ
た
o

　
最
近
、
農
業
就
業
人
口
が
い
ち
ぢ
る

し
く
減
少
し
て
い
る
お
り
か
ら
、
青
年

団
活
動
は
曲
が
り
角
に
き
た
と
い
わ
れ

て
い
て
も
、
町
で
は
、
昭
和
三
＋
四
年

に
第
｝
回
の
大
会
を
開
い
て
よ
り
今
回

で
第
六
回
を
数
え
、
り
り
ぱ
な
成
果
を

上
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
o

　
年
々
発
表
内
容
も
充
実
し
て
お
り
、

こ
と
し
は
参
会
者
も
約
三
百
人
、
自
作

自
演
の
演
劇
も
加
え
て
ひ
じ
よ
う
に
盛

会
だ
り
た
。

世
帯
調
査
の
実
施

　
　
　
　
　
【
国
民
年
金
】

　
国
民
年
金
拠
出
制
度
が
発
足
し
て
か

ら
す
で
に
三
年
半
に
な
り
ま
し
た
o
毎

月
徴
収
し
て
い
る
保
険
料
も
そ
の
総
額

二
千
万
円
と
な
り
、
拠
出
制
年
金
の
受

給
者
も
年
々
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
o

し
か
し
国
民
年
金
が
何
で
あ
る
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
不
明
の
人
も
相
当
数
に
及
ぶ
よ
う

で
す
。
そ
の
た
め
不
要
の
保
険
料
を
納

め
た
り
、
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

続
き
を
忘
れ
た
り
し
て
、
不
利
な
結
果

を
ま
ね
い
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
η
こ
れ
ら
の
実
態
を
調
査
し
、

す
べ
て
の
町
民
に
最
も
有
効
の
国
民

年
金
に
す
る
た
め
次
に
よ
り
笹
帯
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み

ん
な
の
老
後
を
守
る
国
民
年
金
を
、
全

町
民
の
よ
り
艮
い
制
度
と
す
る
た
め
、

各
位
の
積
極
的
な
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。対
象
者
　
昭
和
二
＋
一
年
四
月
一
日
以

　
　
　
　
前
に
生
ま
れ
た
全
町
民
o

時
　
期
　
昭
和
三
＋
九
年
＋
一
月
下
旬

重
陽
会
菊
　
花
　
展

　
　
愛
好
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
5
0
余
年

雲
3
＝
5
呂
‘
客
3
＝
＝
2
＝
器
窪
霊
匿
臨
＝
鵠
譲
譲
諺
3
諺
霊
膿
器
醤
容
器
霊
謬
6
＝
雲
2
器
話
2
窒
富
窪
6
醒
＝
2
2
器
＝
＝

方
　
法
　
国
民
年
金
委
員
に
よ
る
聞
き

　
　
　
　
と
り
に
て
行
な
う
o

　
国
民
年
金
に
関
す
る
連
絡
、
問
い
合

わ
せ
は
各
部
落
の
国
民
年
金
委
昌
へ
ど

う
ぞ
。
国
民
年
金
委
目
は
み
な
さ
ん
の

相
談
相
手
で
す
o
遠
慮
な
く
申
し
出
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
社
会
係
）

▲
競
書
大
会
で
団
体
入
賞

　
第
＋
四
回
北
信
越
掌
徒
竸
書
大
会
の

印
学
校
A
の
部
（
生
徒
数
三
百
名
以
下

の
字
校
）
で
仙
田
中
が
五
位
に
入
賞
。

▲
協
会
役
員
に
感
謝
状

　
＋
日
町
地
区
運
転
者
協
会
で
は
、
永

年
に
わ
た
つ
て
協
会
の
運
営
に
つ
く
し

交
通
事
故
防
止
の
指
導
的
役
割
り
を
は

た
し
て
き
た
班
長
、
班
委
員
に
感
謝
状

と
記
念
品
を
お
く
り
た
o
川
西
支
部
で

は
次
の
か
た
が
た
に
田
中
支
部
畏
よ
り

伝
達
が
行
な
わ
れ
た
o

（
千
手
班
）
平
野
綱
蔵
　
小
山
幸
一

渡
辺
喜
茂
登
　
宮
徳
次
郎
　
星
名
安
信

茂
野
軍
二
　
上
村
久
平
　
星
名
寅
雄

羽
鳥
仁
平
　
蔵
品
伝
七
　
蔵
品
喜
信

（
仙
田
班
）
高
橋
由
｝
　
登
坂
敏
政

茂
野
作
治
　
茂
野
佐
平
　
高
橋
茂
夫

長
谷
川
清
一
　
登
坂
克
己

（
白
倉
班
）
片
桐
保
栄
　
大
野
喜
教

（
橘
　
班
）
村
越
利
雄
　
田
中
富
士
雄

田
中
隆
一
郎
　
丸
山
欽
一
郎
　
羽
鳥
欣

｝
　
大
久
保
三
吉

（
上
野
班
）
小
海
貞
二
　
富
＃
相
四
郎

　
ル
押
木
再
策
　
盲
橋
久
蔵
　
渡
貫
精
｝

西
山
面
利
　
渡
貫
惣
平

▲
教
云
目
委
目
長
に
小
林
氏

　
九
月
二
＋
八
日
の
藝
目
委
員
会
に
お

い
て
委
員
長
に
小
林
誠
治
氏
（
仙
田
）

を
互
選
、
委
目
長
職
務
代
行
者
に
高
橋

勇
太
郎
氏
（
千
手
）
が
選
ぱ
れ
た
。

　
叉
化
の
日
、
重
陽
会
（
町
の
菊
花
愛

好
者
で
組
織
昭
和
七
年
に
発
足
、
会
長

は
保
坂
長
雄
さ
ん
ー
町
議
1
）
の
第
三

＋
二
回
品
評
会
が
上
町
の
会
畏
さ
ん
宅
，

の
庭
で
開
か
れ
た
o

　
今
回
は
、
四
＋
年
間
も
菊
造
り
に
い

そ
し
む
か
た
わ
ら
、
会
の
た
め
指
導
を

惜
し
ま
な
か
っ
た
、
平
野
源
蔵
さ
ん
（

山
野
田
）
に
表
彰
状
を
送
る
な
ど
し
て

残
り
す
く
な
い
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
ん
だ

本
年
の
入
賞
者
も
次
の
と
お
り
き
ま
っ
，

た。　
競
技
花
　
　
一
等
　
　
保
坂
長
雄

　
参
考
花
　
一
等
　
　
数
藤
清
治

　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
三
等
　
　
佐
藤
富
蔵

　
　
　
　
　
三
等
　
　
布
倉
万
吾

　
　
、
（
写
真
は
品
評
会
会
場
）

　
　
馨
　
　
馨
　
　
馨

．　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
中
屋
敷
　
白
＃
　
ト
ヨ
子

○
稲
刈
の
終
り
し
雨
の
昼
風
呂
に

　
農
に
生
く
甲
斐
あ
り
新
米
俵
積
む

　
　
　
中
屋
敷
　
南
　
雲
　
良
　
子

○
娘
の
叉
の
こ
と
を
気
に
し
つ
菜
を
間

引
く

　
か
ら
か
ら
と
走
り
枯
葉
の
大
道
へ

　
　
　
大
倉
金
子
洋
子

○
紅
葉
山
日
当
6
て
を
り
眼
に
眩
し

　
　
　
中
屋
敷
　
小
林
た
み
い

　
鉄
塔
の
た
か
し
白
雲
さ
わ
や
か
に

　
　
　
中
屋
敷
山
岸
清
子

空
の
藍
池
に
写
り
て
水
澄
め
る

　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

　
果
て
し
な
く
秋
空
高
し
万
国
旗

　
　
　
小
白
倉
江
口
愛
子

夕
し
ぐ
れ
来
し
負
稲
の
重
た
さ
よ




